
旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
ー
（
見
よ
）
の
機
能
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一 、

は

じ
め
に

　
ヘ
ブ
ル
語
の
ヒ
ン
ネ
ー
（
窪
昌
昌
α
げ
）
お
よ
び
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
（
≦
。
窪
目
α
ε
ー
ヒ
ソ
ネ
ー
に
接
続
詞
の
ヴ
ェ
が
結
合
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

i
の
用
法
と
機
能
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
論
「
新
し
い
現
実
」
に
お
い
て
相
当
詳
し
く
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
再
考
す
る
に
は

当
然
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。
ま
ず
、
　
「
新
し
い
現
実
」
の
場
合
、
表
題
が
示
す
よ
う
に
ヒ
ン
ネ
ー
の
用
法
と
機
能
を
客
観
的
実
証
的

に

分
類
整
理す
る
よ
り
も
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
．
れ
を
「
神
学
的
」
次
元
に
属
す
る
問
題
と
関
連
づ
け
て
考
察
す
る
と
い
う
点
に
眼
目

があ
っ
た
。
こ
こ
で
は
こ
の
語
の
用
法
を
テ
キ
ス
ト
学
的
視
点
か
ら
出
来
る
だ
け
体
系
的
網
羅
的
に
叙
述
す
る
よ
う
心
が
け
た
。
つ
ぎ
に
、

先
の拙
論
で
は
ヒ
ソ
ネ
ー
に
関
す
る
旧
約
学
関
係
の
諸
文
献
に
は
あ
ま
り
関
心
を
払
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
ー
当
時
W
・
シ
ュ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
2
）

イ
ダ
ー
の
文
法
書
以
外
に
目
ぽ
し
い
文
献
を
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
i
、
そ
の
後
、
A
・
パ
ー
リ
ン
の
物
語
テ
キ
ス
ト
（
特

に

ル
ツ
記
）
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
ー
の
機
能
を
考
察
す
る
と
い
う
筆
者
の
関
心
と
よ
く
合
致
す
る
研
究
が
現
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

は
こ
の
よ
う
な
文
献
に
も
十
分
な
注
意
を
向
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　旧
約
中
の
ヒ
ン
ネ
ー
の
用
例
は
、
マ
y
デ
ル
ケ
ル
ン
の
コ
ン
コ
ル
ダ
ン
ス
に
よ
れ
ば
一
〇
五
七
回
も
あ
る
。
ど
の
書
に
も
ま
ん
べ
ん
な

　
　
旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
ー
（
見
よ
）
の
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

く
出
現
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
ヒ
ン
ネ
ー
と
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
等
に
分
け
て
観
察
す
る
と
多
少
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
詩
篇
と
ヨ

ブ

記
に

は
ヒ
ソ
ネ
ー
が
相
当
数
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
（
詩
篇
二
六
回
、
ヨ
ブ
記
＝
二
回
）
、
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
と
な
る
と
詩
篇
一
回
、
ヨ
ブ

記
二
回
と
極
少
数
に
な
る
。
物
語
テ
キ
ス
ト
や
預
言
書
に
は
ど
ち
ら
の
形
態
も
か
な
り
用
例
が
多
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら

エ
レ

ミ
ヤ
書
で
見
る
と
ヒ
ン
ネ
ー
五
五
回
、
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
一
二
回
と
片
寄
り
が
あ
る
ば
か
り
か
、
ヒ
ン
ネ
ー
と
い
う
一
人
称
接
尾
辞

（ω愚
区
）
の
つ
い
た
形
が
実
に
六
二
回
（
そ
の
他
九
回
、
計
一
三
八
回
）
も
出
現
す
る
。
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
二
六
回
、
四

八回
、
三
五
回
と
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
両
預
言
書
に
お
け
る
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
用
例
を
検
討
す
る
と
、
幻
視
に
関
係
す
る
も
の
が
圧
倒
的

に多
い
こ
と
が
わ
か
る
（
エ
レ
ミ
ヤ
書
六
回
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
三
四
回
）
。

　先
の
拙
論
で
は
、
　
「
ヒ
ン
ネ
ー
が
多
く
会
話
的
あ
る
い
は
言
述
的
な
テ
キ
ス
ト
に
あ
ら
わ
れ
る
の
に
対
し
、
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
は
物
語
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

キ
ス
ト
に
多
く
現
わ
れ
る
」
と
し
て
、
ヒ
ン
ネ
ー
と
ヴ
ェ
ヒ
シ
ネ
ー
の
用
法
を
別
々
に
考
え
る
根
拠
と
し
た
。
今
回
は
次
の
よ
う
に
考
え

て

正
確を
期
す
こ
と
に
す
る
。
ヒ
ン
ネ
ー
は
物
語
の
中
で
は
専
ら
会
話
部
分
に
出
現
す
る
が
、
預
言
書
や
詩
篇
に
も
頻
出
す
る
。
そ
れ
に

対し
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
は
、
物
語
テ
キ
ス
ト
の
語
り
　
（
昌
国
昌
四
鉱
O
昌
）
　
の
部
分
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
会
話
部
分
に
も
出
現
す
る
。

預
言書
で
は
幻
視
（
エ
レ
ミ
ヤ
書
四
・
二
三
ー
二
六
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
八
章
、
四
〇
章
、
ア
モ
ス
書
七
章
、
ゼ
カ
リ
ヤ
書
二
章
、
五
章
等
）

等
の
視
覚
に
関
係
し
た
部
分
に
用
例
が
集
中
し
て
い
る
。
詩
篇
等
の
詩
文
テ
キ
ス
ト
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
（
詩
篇
は
三
七
・
三

六
の
み
、
箴
言
二
回
〔
ヒ
ン
ネ
ー
も
一
・
二
三
の
み
〕
、
ヨ
ブ
記
で
は
、
一
・
一
九
の
語
り
の
部
分
以
外
に
三
二
・
一
二
の
用
例
の
み
）
。

そ
こ
で
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
ー
の
機
能
を
調
べ
る
に
際
し
て
は
、
次
の
様
に
大
別
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　1
、
ヒ
ン
ネ
レ
の
用
法
と
機
能
。
こ
の
中
に
接
尾
辞
の
つ
い
た
形
も
含
め
る
。

　2
、
語
り
の
部
分
に
お
け
る
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
用
法
と
機
能
。
夢
・
幻
の
報
告
文
に
お
け
る
用
例
も
こ
の
中
に
含
め
る
。



3
、
会
話
部
分
に
お
け
る
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
用
法
と
機
能
。
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（
6
）

　
伝
統
的な
文
法
書
に
お
い
て
は
、
ヒ
ソ
ネ
：
は
普
通
「
統
辞
論
（
ω
岩
冨
×
）
」
の
部
分
で
扱
わ
れ
る
。
『
ゲ
セ
ニ
ウ
ス
・
カ
ウ
チ
文
法
』

で関
連
事
項
を
さ
が
す
と
、
　
「
統
辞
論
」
中
に
は
第
一
四
七
節
「
不
完
全
文
e
昌
く
o
房
け
ぎ
島
α
q
Φ
ω
簿
N
Φ
）
」
の
b
に
し
か
記
述
を
見
出

せ
な
い
。
そ
の
他
に
は
、
分
詞
の
用
法
を
考
察
し
た
部
分
に
（
第
＝
六
節
u
）
若
干
の
注
目
す
べ
き
記
述
が
見
出
さ
れ
う
る
。
R
・
マ
イ

ヤ
ー
の
文
法
書
で
は
第
】
〇
四
節
「
分
詞
」
及
び
第
一
二
二
節
「
条
件
文
」
に
し
か
ヒ
ン
ネ
ー
の
用
法
を
考
察
し
た
記
述
は
見
出
さ
れ
な

（
7
）い
。
他
の
文
法
書
で
も
事
情
は
あ
ま
り
変
ら
な
い
が
、
例
外
は
存
在
す
る
。
F
・
E
・
ケ
ー
ニ
ヒ
の
記
念
す
べ
き
大
著
、
　
宙
ω
8
同
同
ω
0
7

胃
建
ω
o
げ
Φ
ω
b
Φ
聞
α
q
Φ
げ
ぎ
α
Φ
α
Φ
『
ゲ
o
訂
巴
ω
o
げ
o
ロ
o
Q
嘆
四
〇
げ
o
の
第
三
巻
第
二
部
「
統
辞
論
」
（
一
八
九
七
年
）
に
は
、
相
当
の
箇
所
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

こ
の
語
の
用
法
に
関
す
る
緻
密
な
考
察
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ケ
ー
ニ
ヒ
の
文
体
論
へ
の
強
い
関
心
か
ら
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
様
式
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
究以
前
、
九
〇
年
も
前
の
著
作
で
は
あ
る
が
、
他
の
古
典
的
文
法
書
よ
り
も
は
る
か
に
有
用
で
あ
る
。

　
様
式史
研
究
は
、
約
五
〇
年
以
前
か
ら
預
言
者
の
審
判
お
よ
び
救
済
の
告
知
に
お
け
る
ヒ
ソ
ネ
ー
や
ヒ
ネ
ニ
ー
の
機
能
を
調
べ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
語
で
は
じ
ま
る
定
型
（
団
o
彗
9
が
、
預
言
の
導
入
部
と
な
っ
て
、
歴
史
へ
の
神
の
予
期
せ
ざ
る
驚
く
べ
き
介
入
が
告
知
さ
れ

　
　
　
　
（
9
）

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
並
ん
で
、
預
言
者
に
よ
る
幻
視
の
報
告
や
物
語
テ
キ
ス
ト
中
の
夢
の
描
写
に
お
け
る
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

も
様
式
史
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
夢
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
本
論
考
で
も
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
こ
の
　
　
　
辱

語
の
機
能
の
重
要
性
に
は
、
聖
書
の
文
芸
学
的
研
究
が
盛
ん
と
な
っ
た
近
年
に
な
っ
て
多
く
の
研
究
者
が
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

筆
者
の
知
る
限
り
新
し
い
言
語
観
や
テ
キ
ス
ト
理
論
に
立
脚
し
た
体
系
的
研
究
は
未
だ
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、

先
の拙
論
「
新
し
い
現
実
」
の
場
合
と
同
様
、
こ
こ
で
も
ヒ
ン
ネ
ー
お
よ
び
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
を
「
マ
ク
ロ
統
辞
記
号
」
と
し
て
考
察
し
て

　
　
旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
ー
（
見
よ
）
の
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



●

五
八

い
る
W
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
試
み
が
、
わ
れ
わ
れ
の
考
察
の
出
発
点
と
な
る
。

　
マ
ク
ロ
統
辞
記
号
と
は
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
に
よ
れ
ば
「
話
し
こ
と
ば
に
お
い
て
、
テ
キ
ス
ト
の
大
区
分
（
O
「
o
ゆ
α
q
滞
α
Φ
讐
づ
α
q
）
を
標
付

け
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
語
、
小
辞
（
剛
胃
翫
貯
9
お
よ
び
用
法
」
の
こ
と
で
あ
り
、
「
話
し
手
は
、
話
の
開
始
、
推
移
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ス

およ
び
終
結
に
対
す
る
注
意
を
聴
き
手
に
喚
起
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
マ
ク
ロ
統
辞
記
号
を
（
話
の
中
に
）
挿
入
す
る
」
。
シ
ェ
ナ
イ

ダ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
マ
ク
ロ
統
辞
記
号
と
し
て
、
ヒ
ン
ネ
ー
や
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
他
に
、
へ
ー
ソ
（
げ
α
ロ
）
、
ヴ
ェ
ア
ッ
タ
ー
（
≦
。
、
坦
曾

仲9
1ε

ワ
イ
ヒ
ー
曾
且
寓
）
等
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
語
の
用
法
を
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
の
統
辞
記
号
と
し
て

の

機
能は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
文
」
の
レ
ベ
ル
を
越
え
て
テ
キ
ス
ト
全
体
に
及
ぶ
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
文
を
考
察
の
最
大
単
位
と
す

る
旧
来
の
文
法
の
立
場
か
ら
は
十
分
な
解
明
が
不
可
能
と
な
る
。
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
伝
統
的
文
法
の
枠
内
で
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
の
用
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

を
分
類
し
て
い
る
D
・
J
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
論
文
は
、
多
数
の
用
例
を
観
察
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ー
そ
れ
故
拙
論
に
と
っ
て

も
一
つ
の
た
た
き
台
に
は
な
る
が
ー
極
め
て
不
十
分
な
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　も
ち
ろ
ん
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
が
、
こ
の
語
の
「
情
緒
的
含
蓄
」
に
注
目
し
て
い
る
点
は
正
し
い
。
K
B
L
は
、
ヒ
ン
ネ
ー
（
及
び
ヴ
ェ
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ン
ネ
ー
）
を
「
大
多
数
は
中
断
し
て
注
意
を
喚
起
す
る
も
の
曾
Φ
凶
ω
け
口
暮
興
耳
o
o
冨
巳
興
諺
郎
鍵
①
時
ω
翼
9
け
ω
Φ
肖
Φ
α
q
興
）
」
と
呼
ん
で

　
（
1
4
）
いる
。
確
か
に
ヒ
ソ
ネ
ー
に
は
、
間
投
詞
、
感
嘆
詞
と
し
て
の
情
動
的
機
能
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
機
能
は
次
の
よ
う
な
問
い
の
も
と
で

観
察さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
「
だ
れ
が
、
だ
れ
の
、
ど
の
よ
う
な
感
情
を
刺
激
も
し
く
は
喚
起
す
る
の
か
」
。
ま
た
、
　
「
そ
こ
で
は
ど
の
よ

う
な
意
味
の
中
断
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
」
。
　
こ
の
よ
う
な
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
ヒ
ソ
ネ
ー
や
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
が
使
用
ざ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

る
コ
ミ
朔
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
な
い
し
場
面
全
体
が
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
統
辞
記
号
が
物
語
テ
キ
ス
ト
の
中
の
会
話
部
分

に出
現
す
る
場
合
に
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
比
較
的
容
易
に
発
話
の
状
況
を
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
普
通
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

話し
手
と
聴
き
手
が
明
確
に
テ
キ
ス
ト
中
に
出
現
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
語
り
の
部
分
で
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
解
明
さ

る
べ
き
事
態
は
テ
キ
ス
ト
内
的
な
含
Φ
×
寓
9
Φ
旨
）
諸
関
係
に
の
み
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
物
語
テ
キ
ス
ト
の
背
後
に
立
っ
て
い

　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
物
語
の
語
り
手
や
予
想
さ
れ
る
物
語
の
聴
き
手
な
い
し
享
受
者
（
こ
の
中
に
は
当
然
「
わ
れ
わ
れ
」
も
含
ま
れ
る
）
と
い
っ
た
い
わ
ば
テ

キ

ス
ト
外
的
曾
o
×
富
蓉
Φ
匿
）
要
因
が
ど
う
し
て
も
考
察
の
視
野
の
中
に
入
っ
て
く
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
連
に
お
い
て
、

マ
ク
ロ
統
辞
記
号
と
し
て
の
ヒ
ン
ネ
ー
お
よ
び
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
の
機
能
は
、
実
用
論
的
（
娼
冨
σ
q
日
四
け
凶
ω
o
げ
）
な
観
点
ー
記
号
と
記
号
の

使
用
者
の
関
係
を
問
題
と
す
る
ー
か
ら
考
察
さ
れ
る
時
、
最
も
よ
く
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
次
節
に
お
い
て
は
、
ま
ず
会
話
部
分
で

の

用
例
が
圧
倒
的
に多
い
ヒ
ソ
ネ
ー
の
用
法
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

二
、
ヒ
ン
・
不
ー

　会
話
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ヒ
ン
ネ
ー
に
は
、
指
示
的
機
能
－
聴
き
手
に
既
知
あ
る
い
は
未
知
の
も
の
や
事
柄
を
指
し
示
す
ー
が

顕
著
であ
る
。
ヒ
ソ
ネ
ー
に
名
詞
や
名
詞
文
の
続
く
用
例
は
か
な
り
多
い
。
例
え
ば
ヒ
ン
ネ
ー
は
創
世
記
全
体
で
四
六
回
使
用
さ
れ
て
い

る
が
」
名
詞
文
が
続
く
用
例
は
二
五
あ
る
（
そ
の
う
ち
一
〇
例
で
は
動
詞
の
分
詞
形
が
使
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
三
七
・
一
九
、
四
八

・

二
は完
了
形
と
も
取
れ
る
）
。

〈
例
餐
v
彼
ら
は
彼
に
言
っ
た
・
・
あ
な
た
の
妻
サ
ラ
は
ど
こ
で
す
か
」
。
彼
は
言
っ
た
、
・
・
ソ
干
、
テ
ン
ト
の
中
で
す
」
。
（
創

　
　
　
　
　
　
　
サ

世記
一
八
・
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱

　
三
人
の客
人
が
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
訪
問
す
る
。
彼
ら
を
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
歓
待
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
大
木
の
下
で
の
食
事
の
と
き
に
彼
ら

は
螂
ナ
に
開
わ
か
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
達
し
よ
う
と
す
る
。
　
「
サ
ラ
は
ど
こ
か
」
と
聞
い
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
「
サ
ラ

　
　
旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
ー
（
見
よ
）
の
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
六
〇

は
（
あ
る
い
は
、
彼
女
は
）
テ
ン
ト
の
中
」
と
答
え
ず
、
　
「
ヒ
ソ
ネ
i
、
テ
ン
ト
の
中
」
と
返
事
し
て
い
る
。
，
こ
こ
で
何
に
つ
い
て
語
ら
れ

て

いる
の
か
は
、
聴
き
手
に
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
プ
ブ
ラ
ハ
ム
の
妻
サ
ラ
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
を
『
テ
ー
マ
・
レ
ー
マ
構
造
』
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

と
ら
え
る
見
方
に
立
つ
と
、
こ
の
際
「
サ
ラ
」
が
既
知
の
情
報
、
つ
ま
り
テ
ー
マ
（
弓
げ
o
日
四
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
け
加
わ
る

こ
と
に
な
る
新
し
い
情
報
、
つ
ま
り
レ
ー
マ
（
図
げ
Φ
日
餌
）
は
「
テ
ソ
ト
の
中
」
で
あ
る
。
ヒ
ソ
ネ
ー
は
、
テ
ー
マ
の
省
略
に
係
わ
る
と
同

時に
、
レ
ー
マ
を
際
立
た
せ
強
調
す
る
。

〈
例
文
2
V
　
彼
は
兄
弟
た
ち
に
言
っ
た
、
「
お
れ
の
銀
が
か
え
し
て
あ
る
。
し
か
も
、
見
ろ
、
お
れ
の
袋
の
中
に
」
。
（
創
世
記
四
二
・

二
八

a
）
　
・

　こ
の
用
例
で
も
テ
ー
マ
が
繰
り
返
さ
れ
ず
、
レ
ー
マ
だ
け
が
ヒ
ソ
ネ
ー
に
続
い
て
い
る
。
銀
を
発
見
し
た
話
し
手
の
驚
き
が
、
こ
の
よ

う
な
簡
潔
な
文
体
を
通
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
こ
で
は
、
ヒ
ン
ネ
ー
は
ヴ
ェ
ガ
ム
（
≦
。
α
q
9
ヨ
「
し
か
も
」
）
の
後
に
来
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
あ
る
（
ヴ
ェ
ガ
ム
の
後
、
創
世
記
三
八
・
二
四
、
〔
四
二
・
二
二
〕
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
四
・
一
四
、
ガ
ム
の

後
、
創
世
記
三
二
・
二
一
、
エ
ス
テ
ル
記
七
・
九
）
。

〈
例
文
3
＞
　
「
な
ぜ
お
ま
え
は
『
彼
女
は
わ
た
し
の
妹
な
ん
で
す
』
と
言
っ
た
の
か
。
〔
そ
れ
で
〕
わ
た
し
は
彼
女
を
自
分
の
妻
に
し
た

のだ
。
さ
あ
（
ヴ
ェ
ア
ッ
タ
ー
）
、
ヒ
ソ
ネ
ー
、
お
ま
え
の
妻
。
連
れ
て
出
て
行
け
」
。
（
創
世
記
一
二
・
一
九
）

　
フ
ァ
ラ
オ
は
、
サ
ラ
イ
が
ア
ブ
ラ
ム
の
妻
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
怒
り
心
頭
に
達
し
た
フ
ァ
ラ
オ
は
一
気
に
相
手
の
言
動
に
関
す

る
三
つ
の
疑
問
文
（
一
八
節
に
二
つ
の
疑
問
文
が
あ
る
）
を
役
げ
つ
け
る
。
．
つ
づ
い
て
相
手
の
言
動
に
起
因
す
る
自
分
の
行
動
を
簡
潔
に
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
1
7
）

べる
。
「
ヴ
ェ
ア
ッ
タ
ー
、
ヒ
ン
ネ
ー
」
は
、
こ
の
か
な
り
長
い
話
（
＆
ω
o
o
霞
ω
Φ
）
に
転
換
を
も
た
ら
す
。
ヒ
ン
ネ
ー
に
は
、
名
詞
「
お



ま
え
の
妻
L
が
つ
い
て
名
詞
文
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
こ
で
サ
ラ
イ
に
つ
い
て
言
表
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
会
話
の
双
方
の
当
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

者
にも
、
物
語
の
聴
き
手
（
な
い
し
読
者
）
に
も
明
白
で
あ
る
。
決
定
的
な
の
は
、
サ
ラ
イ
が
ア
ブ
ラ
ム
の
妻
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
事
実

であ
る
。
こ
の
事
実
を
フ
ァ
ラ
オ
は
「
ヒ
ン
ネ
ー
、
お
ま
え
の
妻
」
と
言
い
表
わ
す
。
物
語
の
聴
き
手
は
、
こ
こ
で
「
ヒ
ソ
ネ
ー
」
の
指

示
的

機能
か
ら
、
今
話
題
の
人
物
サ
ラ
イ
が
実
は
フ
ァ
ラ
オ
と
ア
ブ
ラ
ム
の
眼
の
前
に
い
る
の
だ
と
い
う
印
象
を
う
け
る
。
i
こ
の
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

換
点以
前
で
は
サ
ラ
イ
は
「
彼
女
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ー
。
サ
ラ
イ
が
ア
ブ
ラ
ム
の
妻
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
話

の

聴き
手
ア
ブ
ラ
ム
に
は
、
既
知
で
あ
っ
て
新
情
報
な
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
彼
が
フ
ァ
ラ
オ
に
対
し
て
秘
密
に
し
て
い
た
事
実
で
あ
っ

た
。
だ
が
今
や
事
態
は
明
る
み
に
出
、
ア
ブ
ラ
ム
に
は
抗
弁
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
用
例
で
は
「
ヒ
ン
ネ
ー
＋
名
詞
」
は
、

話し
手
が
聴
き
手
に
決
定
的
事
実
を
つ
き
つ
け
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
事
実
の
確
認
ー
「
確
認
」
に
つ

い
て

は後
で
考
察
す
る
ー
に
基
づ
い
て
話
し
手
は
最
終
的
命
令
を
聴
き
手
に
下
す
の
で
あ
る
。

〈
例
文
4
V
　
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
烙
祭
の
た
き
木
を
と
り
、
彼
の
息
子
イ
ッ
バ
ク
の
上
に
置
き
、
彼
の
手
に
火
と
刃
物
を
と
っ
た
。
そ
し
て

彼ら
二
人
は
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た
。
イ
ッ
バ
ク
は
彼
の
父
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
言
っ
た
。
彼
ば
言
っ
た
。
　
「
父
よ
」
。
彼
は
言
っ
た
。
「
こ
こ
だ

よ
（
甑
暮
Φ
旨
島
）
、
息
子
よ
」
。
彼
は
言
っ
た
。
「
ヒ
ン
ネ
ー
、
火
と
た
き
木
。
で
も
、
幡
祭
用
の
小
羊
は
ど
こ
で
す
か
」
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は

言
っ
た
。
「
神
が
幡
祭
用
の
小
羊
を
み
ず
か
ら
備
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
息
子
よ
」
。
そ
し
て
彼
ち
二
人
は
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た
。
　
（
創
世
記

二二
・
六
－
八
）

　こ
の
ア
ケ
ダ
ー
の
物
語
に
お
い
て
、
イ
ッ
バ
ク
は
に
の
場
面
で
は
じ
め
て
口
を
開
く
。
父
と
子
は
押
し
黙
っ
た
ま
ま
で
二
人
い
っ
し
ょ

に

進
ん

で行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
両
者
の
間
に
対
話
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、
息
子
イ
ッ
バ
ク
が
父
ア
ブ
ラ
ハ
・
ム
に
呼
び
か
け
る
。
父
は
、

　
　
旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
i
（
見
よ
）
の
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
六
ニ

ヒ

ン
ネ
ン
ニ
ー
と
答
え
る
。
こ
の
よ
う
な
一
人
称
接
尾
辞
の
つ
い
た
形
は
（
ふ
つ
う
は
、
ヒ
ン
ネ
ー
ニ
ー
）
、
呼
び
か
け
に
対
す
る
応
答
語

と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
（
創
世
記
二
二
・
一
、
一
一
、
二
七
・
一
、
一
八
、
三
一
・
一
一
、
出
エ
ジ
。
フ
ト
記
三
・
四
、
サ
ム
エ
ル

記
上三
・
四
、
五
、
六
、
八
、
一
六
等
）
。
こ
の
応
答
語
に
よ
っ
て
両
者
の
間
に
対
語
的
状
況
が
生
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ヒ
ン
ネ
ー
ニ
ー

や
ヒ
ン
ネ
ン
ニ
ー
は
、
単
な
る
指
示
的
機
能
の
ほ
か
に
、
新
し
い
現
実
を
切
り
開
く
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
次
に
イ
ッ
バ
ク
の

わ

話
の

先
頭
に立
っ
て
い
る
ヒ
ン
ネ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
ヒ
ン
ネ
ー
に
は
直
接
「
火
と
た
き
木
」
と
い
う
二
つ
の
名
詞

が
つ
い
て
、
疑
問
文
が
そ
れ
に
続
い
て
い
る
。
イ
ッ
バ
ク
は
、
話
し
手
と
聴
き
手
の
双
方
に
既
知
の
物
体
－
物
語
の
聴
き
手
に
も
既
知

i
「
火
と
た
き
木
」
に
父
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
注
意
を
喚
起
す
る
。
こ
う
し
て
幡
祭
に
必
要
な
火
と
た
き
木
が
実
際
に
存
在
し
て
い
る
事
実

に

対す
る
父
の
同
意
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
i
こ
こ
で
「
刃
物
」
へ
の
言
及
は
な
い
が
、
こ
の
危
険
な
物
体
を
語
り
手
が
わ
ざ
と
隠
蔽

し
て
い
る
の
だ
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
ー
。
し
か
し
、
こ
の
確
認
は
、
当
然
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
熔
祭
に
と
っ
て
最
も
重
要

な
も
の
が
欠
け
て
い
る
事
実
を
も
暗
示
す
る
。
か
く
し
て
「
小
羊
は
ど
こ
か
」
と
い
う
決
定
的
な
問
い
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

の

答え
は
、
あ
い
ま
い
に
し
て
多
義
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
備
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
訳
し
た
動
詞
の
用
法
と
関
係
し
て
い
る
。
二
人

の

対
話
はや
み
、
再
び
沈
黙
が
お
と
ず
れ
る
。
「
そ
し
て
彼
ら
二
人
は
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た
」
。
こ
こ
で
の
ヒ
ン
ネ
ー
は
、
疑
問
文
に
先
行

す
る
事
実
の
確
認
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

〈
例
文
5
V
　
彼
女
の
し
ゅ
う
と
め
ノ
オ
ミ
は
彼
女
に
言
っ
た
、
　
「
む
す
め
よ
、
あ
な
た
が
し
あ
わ
せ
に
な
る
よ
う
に
、
わ
た
し
は
あ
な

た
の
落
ち
着
き
所
を
探
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
と
こ
ろ
で
曾
。
．
9
ヰ
倒
ε
ボ
ア
ズ
は
わ
た
し
た
ち
の
親
戚
で
、
あ
な
た
は
彼
の

雇
っ
た
女
た
ち
と
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ヒ
ン
ネ
ー
、
彼
は
今
夜
、
打
穀
場
で
大
麦
を
吹
き
分
け
ま
す
。
そ
れ
で
あ
な



た
は
身
を
洗
っ
て
油
を
ぬ
り
、
打
掛
を
ま
と
っ
て
打
穀
場
に
下
っ
て
行
き
な
さ
い
。
…
…
」
。
（
ル
ツ
記
三
二
ー
三
a
）

　
ノ
オ
ミ
の
話
は
ま
ず
聴
き
手
の
ル
ツ
の
こ
と
を
問
題
に
す
る
が
、
す
ぐ
に
ヴ
ェ
ア
ッ
タ
ー
が
ボ
ア
ズ
に
関
す
る
別
の
疑
問
文
を
導
入
す
，

る
。
話
題
が
こ
こ
で
ル
ツ
か
ら
ボ
ア
ズ
へ
と
転
換
す
る
の
で
あ
る
。
二
つ
の
疑
問
文
は
と
も
に
相
手
へ
の
確
認
と
い
う
性
格
を
持
っ
で
い

る
。
第
二
の
疑
問
文
は
、
ボ
ア
ズ
こ
そ
彼
女
た
ち
の
探
し
求
め
て
い
る
（
そ
し
て
物
語
の
聴
き
手
も
期
待
を
か
け
て
い
る
）
ま
さ
に
そ
の
人

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
文
の
後
に
、
分
詞
形
を
含
む
名
詞
文
が
ヒ
ン
ネ
ー
を
先
頭
に
し
て
出
て
く
る
。
こ
こ
で
は
、

話題
の
人
物
が
今
夜
打
穀
場
に
登
場
す
る
の
だ
と
い
う
極
め
て
重
要
な
新
情
報
が
、
ヒ
ン
ネ
ー
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ォ
ミ
は
、

こ
の
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
嫁
に
説
得
的
な
仕
方
で
伝
達
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。
新
情
報
の
伝
達
に
つ
づ
い
て
、
ル
ツ
の
取
る
べ
き
具

体
的な
方
策
が
次
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

〈
例
文
6
V
　
三
月
ほ
ど
た
っ
て
、
イ
ェ
フ
ダ
ー
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
告
げ
ら
れ
た
曾
翁
。
冒
α
q
α
q
摯
。
血
）
、
　
「
あ
な
た
の
嫁
、
タ
マ
ル
は
姦
淫
し

ま
し
た
。
し
か
も
ヒ
ン
ネ
ー
、
姦
淫
に
よ
っ
て
妊
娠
し
て
い
ま
す
」
。
イ
ェ
フ
ダ
ー
は
言
っ
た
、
　
「
彼
女
を
引
き
出
し
て
焼
い
て
し
ま
え
」
。

（
創
世
記
三
八
・
二
四
）

　
突然
、
イ
ェ
フ
ダ
ー
に
は
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
極
め
て
重
大
な
情
報
が
伝
達
さ
れ
る
。
報
告
の
二
番
目
の
文
が
、
ヴ
ェ
ガ
ム
・
ヒ
ン

ネ
ー
で
導
入
さ
れ
る
（
↓
例
文
2
）
。
こ
の
よ
う
な
表
現
に
よ
っ
て
、
ま
さ
し
く
姦
淫
の
動
か
ぬ
証
拠
が
聴
き
手
に
呈
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

る
の
だ
と
、
こ
の
報
告
者
は
考
え
た
わ
け
で
あ
る
、
1
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
物
語
の
聴
き
手
は
真
相
を
知
っ
て
い
る
の
だ
が
ー
。
こ

の

衝
撃
的
報告
は
、
た
だ
ち
に
聴
き
手
の
激
烈
な
反
応
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
ヒ
ソ
ネ
ー
が
新
情
報
を
導
入
す
る
話
の
前
に
は
、
こ
の

例
のよ
う
に
情
報
の
伝
達
を
表
わ
す
動
詞
≦
国
ご
g
σ
q
α
q
9
α
が
来
て
い
る
こ
と
が
あ
る
（
創
世
記
二
二
・
二
〇
、
三
八
・
＝
二
、
四
八
・
二

等
）
。　

　
旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
ー
（
見
よ
）
の
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



六
四

〈
例
文
7
＞
　
「
イ
シ
マ
エ
ル
に
つ
い
て
は
、
お
ま
え
〔
の
願
い
〕
を
わ
た
し
は
聴
い
た
。

　
見よ
、
わ
た
し
は
彼
を
祝
福
し
、
彼
を
豊
か
に
し
、

　彼
を
増
し
加
え
る
、
と
て
も
と
て
も
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
十
二
人
の

君た
ち
を
彼
は
生
む
、
わ
た
し
は
彼
を
大
い
な
る
民
と
し
よ
う
。
（
創
世
記
一
七
・
二
〇
）
。

　
ア

ブ
ラ
ハ
ム
の
子
ら
に
対
す
る
神
の
約
束
の
こ
と
ば
の
一
部
で
あ
る
。
一
九
節
以
下
の
神
の
語
り
か
け
全
体
が
、
詩
的
な
な
o
o
け
δ
o
げ
）

文
体を
と
っ
て
い
る
。
二
〇
節
の
原
文
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
ま
ず
人
名
イ
シ
マ
エ
ル
と
動
詞
「
聴
く
（
＜
鰍
日
．
）
」
の
語
呂
合
せ
が
あ
る
。

こ
れ
は
イ
シ
マ
エ
ル
伝
説
に
と
っ
て
本
質
的
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
（
創
世
記
一
六
・
一
一
、
二
一
・
鳳
七
参
照
）
。
次
に
ヒ
ン
ネ
ー
が
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ば

て
、
素
朴
な
美
し
さ
を
持
つ
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
神
の
祝
詞
（
祝
福
の
詞
ω
o
α
q
Φ
5
ω
℃
毎
昌
）
を
導
入
す
る
。
前
半
部
（
二
〇
a
）
の
語
数
律
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
（
2
0
）

る
と
2
＋
2
＋
2
＋
2
と
四
組
の
ペ
ア
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
後
半
部
（
二
〇
b
）
は
3
＋
3
に
な
っ
て
い
る
。
祝
詞
で
は
な
く
、
呪
い
の

詞を
ヒ
ン
ネ
ー
が
導
入
し
て
い
る
例
と
し
て
は
、
創
世
記
二
七
・
三
九
b
が
あ
る
。
こ
こ
に
も
か
な
り
明
瞭
な
語
数
律
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
で
あ
る
。
な
お
こ
の
場
合
、
詞
を
発
し
て
い
る
の
は
神
で
は
な
く
、
そ
の
代
理
人
と
し
て
の
族
長
イ
ッ
バ
ク
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

例は
、
ヒ
ン
ネ
ー
が
い
わ
ゆ
る
「
唱
え
ら
れ
る
詩
文
（
お
賦
菖
Φ
詳
Φ
∪
8
犀
言
昌
α
q
）
」
を
導
入
す
る
と
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
物
語
テ
キ
ス
ト

に

お

い
て神
の
こ
と
ば
を
ヒ
ソ
ネ
ー
が
導
入
す
る
例
は
多
い
が
、
必
ず
し
も
語
数
律
が
明
瞭
な
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
何
ら
か

の

荘
重な
気
分
が
存
在
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

〈
例
文
8
V
　
神
は
言
っ
た
、
　
「
ヒ
ン
ネ
ー
、
わ
た
し
は
な
ん
じ
ら
に
与
え
る
、
全
地
の
お
も
て
に
あ
る
す
べ
て
の
種
を
結
ぶ
草
を
、
ま

た木
の
実
の
中
に
種
を
結
ぶ
す
べ
て
の
樹
を
。
な
ん
じ
ら
に
食
物
と
な
ら
ん
」
。
（
創
世
記
一
・
二
九
）

　
こ
の
場
合
、
文
が
長
い
と
い
う
こ
と
が
荘
重
な
気
分
を
醸
し
出
す
の
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
八
節
の
「
生
め
よ
、
ふ
え
よ



…
：
己
と
い
う
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
祝
福
の
詞
と
一
定
の
対
照
を
示
し
て
い
る
が
、
畳
み
掛
け
る
よ
う
な
口
調
と
い
う
点
で
は
共
通
性
が
あ
る

（
意味
的
に
は
「
冗
長
」
な
文
体
）
。
例
文
7
及
び
8
で
は
ヒ
ン
ネ
ー
に
は
動
詞
の
完
了
形
が
接
続
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
神
の
言
表
を
生

き
生
き
と
し
た
も
の
に
し
て
い
る
（
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
一
・
六
、
士
師
記
一
・
二
）
。
こ
の
よ
う
な
完
了
形
は
、
「
遠
近
法
的
完
了
（
b
興
富
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

9
§
p
娼
霞
昭
Φ
o
匡
く
§
ご
」
と
か
「
詩
的
完
了
e
o
Φ
什
剛
ω
o
げ
Φ
ω
剛
興
け
写
）
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
取
り
上
げ
て
い
る
用

例
では
、
完
了
形
は
発
話
者
の
行
動
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
、
　
「
遂
行
的
完
了
（
b
R
8
同
日
鉾
凶
く
Φ
ω
男
Φ
騒
簿
）
」
1
動
語
の
主
語
は

「わ
た
し
」
1
と
で
も
名
づ
け
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
　
「
ヒ
ン
ネ
ー
＋
完
了
形
」
の
前
に
「
わ
た
し
は
」
が
と
び
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

し
て
い
る
文
も
存
在
す
る
（
．
．
島
創
世
記
｝
七
・
四
、
妻
僧
、
”
島
民
数
記
三
二
二
、
一
八
・
六
、
八
）
。

　と
こ
ろ
で
「
唱
え
ら
れ
る
詩
文
し
と
い
う
こ
と
で
す
ぐ
に
思
い
つ
く
の
は
預
言
で
あ
る
。
実
際
、
様
式
史
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う

に
ヒ
ン
ネ
ー
は
預
言
を
導
入
す
る
定
型
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
預
言
の
導
入
に
準
ず
る
語
法
が
物
語
の
中
の
神
の
こ
と
ば

の

場
合
にも
多
数
認
め
ら
れ
る
。

〈
例
文
9
V
　
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
シ
ェ
ム
ー
エ
ー
ル
に
言
っ
た
、
「
ヒ
ン
ネ
ー
、
わ
た
し
は
こ
と
（
ダ
ー
バ
ー
ル
）
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
う
ち
に
行

な
う
。
そ
れ
を
聴
く
も
の
は
み
な
両
方
の
耳
が
鳴
る
で
あ
ろ
う
」
。
（
サ
ム
エ
ル
記
上
三
・
＝
）

　
ヒ
ソ
ネ
ー
以
下
の
構
文
に
注
意
す
る
と
、
　
「
ヒ
ソ
ネ
ー
＋
主
語
（
わ
た
し
）
＋
動
詞
の
分
詞
形
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
預
言
者
的

告
知
の
定
型
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
将
来
の
出
来
事
に
関
す
る
神
の
約
束
（
確
言
）
や
預
言
は
特
に
出
エ
ジ
ソ
ト
記
に
於
て
同
様
の
構
文
を

と
っ
て
繰
り
返
し
表
現
さ
れ
て
い
る
。

A
例
文
1
0
V
　
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
こ
う
言
わ
れ
る
、
　
「
わ
た
し
が
ヤ
ハ
ウ
ェ
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
れ
に
よ
っ
て
お
ま
え
は
知
る
だ
ろ
う
。
ヒ
ン

ネ
ー
、
わ
た
し
は
わ
が
手
に
あ
る
杖
で
ナ
イ
ル
川
の
水
を
打
つ
（
分
調
）
。
す
る
と
そ
れ
は
血
に
変
る
だ
ろ
う
」
。
（
出
エ
ジ
プ
ト
記
七
・

　
　
旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
ー
（
見
よ
）
の
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
六
六

（
2
4
）一
七
）　同

じ
構
文
は
モ
ー
シ
ェ
の
こ
と
ば
に
も
認
め
ら
れ
る
が
（
八
・
二
五
、
協
会
訳
二
九
節
）
、
こ
れ
は
フ
ァ
ラ
オ
に
対
し
て
確
言
を
与
え
て

いる
の
だ
と
解
釈
さ
れ
る
。

〈
例
文
1
1
V
　
彼
女
（
ー
ノ
オ
ミ
）
は
言
っ
た
、
　
「
ヒ
ン
ネ
ー
、
あ
な
た
の
相
嫁
は
自
分
の
民
と
自
分
の
神
々
の
も
と
に
帰
っ
て
い
き
ま
し

た
。
あ
な
た
も
相
嫁
の
あ
と
に
つ
い
て
帰
り
な
さ
い
」
。
（
ル
ツ
記
一
・
一
五
）

　
シ

ュ

ナイ
ダ
ー
は
、
ヒ
ン
ネ
ー
が
会
話
の
冒
頭
に
立
っ
て
、
開
口
の
合
図
（
国
a
跨
昌
§
o
q
ω
ω
同
σ
q
旨
巴
）
と
し
て
の
機
能
を
果
す
場
合
を
考

　
　
　
　
（
2
5
）

察
し
て
い
る
。
例
文
1
1
は
、
ノ
ナ
ミ
が
ル
ツ
を
説
得
し
て
故
郷
に
帰
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
ノ
ナ
ミ
は
、
既
に
双
方
に
知
ら

れ
て
い
る
事
実
を
確
認
す
る
所
か
ら
話
を
切
り
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
開
口
の
合
図
ヒ
ン
ネ
ー
に
つ
づ
い
て
、
完
了
形
を
と
る
動
詞
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

が
来
て

いる
。
こ
の
よ
う
な
構
文
が
聴
き
手
に
事
実
の
確
認
を
求
め
て
い
る
用
例
は
他
に
も
多
い
が
、
特
に
目
立
つ
の
は
、
ヒ
ン
ネ
ー
・

ナ
ー
（
ぼ
目
α
げ
出
9
、
．
）
が
開
口
の
合
図
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

〈
例
文
E
V
　
彼
〔
1
ー
ア
ブ
ラ
ム
〕
が
ま
さ
に
エ
ジ
プ
ト
に
入
ろ
う
と
し
て
、
そ
こ
に
近
づ
い
た
と
き
、
そ
の
妻
サ
ラ
イ
に
言
っ
た
。
　
「
あ

のな
あ
（
ヒ
ソ
ネ
ー
・
ナ
ー
）
、
わ
し
は
、
お
ま
え
が
美
人
の
妻
だ
と
思
う
ね
」
。
（
創
世
記
一
二
・
一
一
）

　
ア

ブ
ラ
ム
は
妻
の
サ
ラ
イ
に
エ
ジ
プ
ト
で
は
自
分
の
妹
だ
と
う
そ
を
つ
け
と
頼
も
う
と
し
て
い
る
。
彼
は
こ
の
サ
ラ
イ
に
と
っ
て
い
や

な
提
案
を
切
り
出
す
前
に
、
彼
女
が
美
人
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
承
認
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
実
に
巧
み
な
語
り
か
け
で
あ
る
。

〈
例
文
1
3
＞
　
さ
て
イ
ッ
バ
ク
が
年
老
い
て
、
目
が
か
す
ん
で
見
え
な
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
長
男
、
エ
サ
ウ
を
呼
ん
で
、
彼
に
言
っ
た
、

「わ
が
子
よ
」
。
彼
は
彼
に
言
っ
た
、
「
は
い
、
こ
こ
に
（
ヒ
ソ
ネ
ー
ニ
ー
）
」
。
彼
は
言
っ
た
、
「
あ
の
な
あ
（
ヒ
ン
ネ
ー
・
ナ
ー
）
、
わ
し
は



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

年
を
と
っ
て
、
い
つ
死
ぬ
か
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
（
ヴ
ェ
ア
ッ
タ
ー
）
お
ま
え
の
道
具
、
お
ま
え
の
簸
と
お
ま
え
の
弓
を
持
っ
て
、
野
に

出
か
け
、
野
獣
の
肉
を
わ
し
に
と
っ
て
き
て
く
れ
」
。
（
創
世
記
二
七
・
噌
－
三
）

　語
り
手
は
、
ま
ず
年
老
い
た
父
の
状
態
を
描
写
す
る
。
ヒ
ソ
ネ
ー
は
「
わ
た
し
は
年
老
い
た
」
と
い
う
状
態
を
表
わ
す
動
詞
の
完
了
形

を
導
入
す
る
。
こ
の
事
実
は
聴
き
手
に
既
知
で
あ
る
が
、
語
り
手
は
「
今
こ
こ
で
」
相
手
の
同
意
と
承
認
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
　
「
年
老

いた
」
は
「
い
つ
死
ぬ
か
分
か
ら
な
い
」
と
結
合
し
て
特
別
な
重
み
を
持
つ
表
現
と
な
る
。
イ
ッ
バ
ク
は
死
の
床
に
伏
し
て
い
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

彼
は
死
ぬ
前
に
愛
す
る
息
子
エ
サ
ウ
を
祝
福
し
よ
う
と
考
え
る
（
四
節
）
。
そ
こ
で
、
祝
福
の
儀
式
を
と
り
行
な
う
た
め
に
エ
サ
ウ
を
呼
び
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
指
示
を
与
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
用
件
は
、
ヴ
ェ
ア
ッ
タ
…
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
ン
ネ
ー
・
ナ

ー
で
始
ま
る
文
が
相
手
に
事
実
の
確
認
を
求
め
、
ヴ
ェ
ア
ッ
タ
i
以
下
で
具
体
的
な
指
示
が
呈
示
さ
れ
る
と
い
う
話
の
構
造
は
、
士
師
記

の
ヤ

ハ
ウ
ェ
の
使
い
の
こ
と
ば
に
も
見
ら
れ
る
（
士
師
記
唱
三
・
三
ー
四
）
。

　
ヒ

ン
ネ
ー
・
ナ
ー
は
、
創
世
記
か
ら
列
王
紀
下
ま
で
に
計
二
二
回
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
用
例
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

ω
　
創
　
世
　
記
　
＝
一
・
一
一
　
十
完
了
…
…
勧
誘
命
令
　
　
　
　
　
　
　
開
口

働
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
・
二
　
　
＋
完
了
　
十
勧
誘
命
令
　
　
　
　
　
　
　
開
口

㈲
　
　
　
　
　
　
　
「
八
・
二
七
　
＋
完
了
…
…
疑
問
　
　
　
　
　
　
　
　
開
口

㈲
　
　
　
　
　
　
　　
｝
八
・
三
一
　
＋
完
了
…
…
（
疑
問
省
略
）
　
　
　
　
　
　
開
口

㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
・
二
　
　
＋
名
詞
　
＋
勧
誘
命
令
　
　
　
　
　
　
開
口
　
呼
び
か
け
「
わ
が
主
よ
」

㈲

　
　
　
　
　
　　
｝
九
・
入
　
　
＋
名
詞
文
＋
意
向
未
完
了
・
K
　
　
　
途
中
、
．
巴
－
轟
．
で
開
口

ω
　
　
　
　
　
　
　
　
「
九
・
一
九
　
＋
完
了
…
…
（
㈲
に
つ
づ
く
）
　
　
　
　
　
途
中
、
、
巴
－
舜
．
で
開
口

　　
　
旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
ー
（
見
よ
）
の
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



六
八

㈹
　
　
　
　
　
　
　　
一
九
・
二
〇
　
＋
名
詞
文
…
意
向
未
完
了
・
K
　
　
　
　
途
中

㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
・
七
　
　
＋
完
了
…
…
勧
誘
命
令
　
　
　
　
　
　
　
開
口

o
o
士
　
師
　
記
　
＝
二
・
三
　
　
＋
名
詞
文
…
勧
誘
命
令
　
　
　
　
　
　
開
口

¢
⇒

　

　

　

　

　
　
一
九
・
九
　
＋
完
了
＋
勧
誘
命
令
　
　
　
　
　
開
口

㈱
　
サ
ム
エ
ル
記
上
　
　
九
・
六
　
　
＋
名
詞
文
…
勧
誘
未
完
了
・
K
　
　
　
　
開
口
　
新
情
報
（
新
人
物
の
紹
介
）

⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
・
一
五
　
＋
分
詞
　
＋
勧
誘
未
完
了
・
J
　
　
　
　
開
口

働
　
サ
ム
エ
ル
記
下
　
＝
二
・
二
四
　
＋
分
．
詞
　
＋
勧
誘
未
完
了
・
J
　
　
　
　
開
口
　
新
情
報

㈲
　
　
　
　
　
　
　
一
四
・
一
二
　
＋
完
了
　
＋
ワ
ウ
命
令
　
　
　
　
　
開
口
新
情
報

㈲
　
列
王
紀
上
　
二
〇
・
三
一
　
＋
完
了
…
意
向
未
完
了
・
K
　
　
　
　
　
開
口
　
新
情
報

㈲
　
　
　
　
　
　
　
二
二
・
＝
二
　
＋
名
詞
文
＋
勧
誘
未
完
了
・
J
　
　
　
開
口
　
新
情
報

⑱

列

王

紀

下

　

二二
六
＋
名
詞
文
＋
勧
誘
未
完
了
・
J
　
　
開
口
新
情
報

⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
二
・
一
九
　
＋
名
詞
文
…
（
聴
き
手
が
命
令
を
下
す
）
　
開
口

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
・
九
　
　
＋
完
了
…
…
勧
誘
未
完
了
・
K
　
　
　
　
開
口
　
新
情
報

㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
・
一
五
　
十
完
了
…
…
勧
誘
命
令
　
　
　
　
　
　
　
開
口

㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
六
・
一
　
　
＋
名
詞
文
…
意
向
未
完
了
・
K
　
　
　
　
開
口

　こ
の
一
覧
表
の
第
二
欄
に
は
、
ヒ
ソ
ネ
ー
・
ナ
ー
で
導
入
さ
れ
る
文
の
性
質
が
示
ざ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
＋
完
了
」
は
、
完
了
形
を

と
る
動
詞
文
に
接
続
す
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
あ
と
話
者
は
聴
き
手
に
何
ら
か
の
意
志
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
例
え
ば
「
＋
勧
誘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ

（願望
）
命
令
」
の
場
合
、
直
後
に
「
ど
う
か
～
し
て
下
さ
い
」
の
よ
う
な
文
が
来
る
わ
け
で
あ
る
。
…
…
は
、
こ
の
間
に
い
く
つ
か
の
節

（o冨
q
器
）
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
K
は
囚
o
げ
o
辞
p
鼠
く
を
、
J
は
冒
ω
ω
守
を
示
す
。
勧
誘
命
令
や
意
向
な
い
し
勧
誘

の

未完
了
が
、
⑫
を
除
い
て
す
べ
て
前
接
語
の
昌
9
1
．
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
価
す
る
。
ヒ
ソ
ネ
ー
・
ナ
ー
は
一
部
を
除
け
ば



　
　
　
わ

確
か
に話
の
冒
頭
に
来
て
い
る
（
「
開
口
」
と
表
示
）
。
ヒ
ン
ネ
ー
・
ナ
ー
は
聴
き
手
の
同
意
、
承
認
、
了
解
を
求
め
る
な
ど
何
ら
か
の
意

味
で
対
話
者
双
方
が
事
実
を
確
認
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。
確
認
さ
る
べ
き
事
柄
が
、
聴
き
手
に
は
新
情
報
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
揚

合
は
、
こ
れ
を
表
に
示
し
て
お
い
た
。
㈲
の
用
法
は
、
他
の
用
例
と
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
話
者
が
相
手
よ
り
も
目
下
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
の
だ
と
も
解
釈
で
き
る
。

　
語り
の
部
分
に
ヒ
ン
ネ
ー
が
く
る
例
は
、
非
常
に
稀
で
あ
る
。

〈
例
文
U
V
　
そ
れ
で
、
そ
の
井
戸
を
ラ
ハ
イ
・
ロ
ー
イ
ー
の
井
戸
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
ヒ
ン
ネ
ー
、
カ
デ
シ
と
べ
レ
ド
の
間
。
（
創
世

記
＝
ハ
・
一
四
）

〈
例
文
1
5
V
　
そ
れ
で
、
そ
の
所
を
マ
ハ
ネ
・
ダ
ン
と
今
日
ま
で
呼
ん
で
い
る
。
ヒ
ン
ネ
ー
、
キ
ル
ヤ
ト
・
イ
ェ
ア
リ
ム
の
う
し
ろ
。
（
士

師
記
一
八
・
一
二
）

　
地名
の
原
因
課
（
エ
テ
ィ
オ
戸
ギ
ー
）
的
説
明
の
後
に
、
突
然
ヒ
ン
ネ
ー
が
来
て
物
語
の
聴
き
手
に
問
題
の
場
所
に
関
す
る
一
定
の
情
報

を
提
供
し
て
い
る
。
も
と
も
と
原
因
謳
的
モ
チ
ー
フ
と
い
う
も
の
は
、
物
語
的
な
虚
構
世
界
に
お
け
る
出
来
事
の
進
行
を
中
断
し
て
、
聴

衆
を
「
こ
の
世
界
」
へ
と
連
れ
も
ど
す
働
き
を
も
っ
て
い
る
。
語
り
手
が
更
に
、
聴
衆
に
既
知
の
地
名
を
含
む
名
詞
文
を
ヒ
ソ
ネ
ー
に
つ

づけ
て
導
入
す
る
な
ら
ば
、
語
り
手
と
聴
き
手
の
属
す
る
現
実
世
界
へ
の
こ
の
移
行
は
強
化
ざ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

三
、
語
り
に
お
け
る
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー

物語
の
語
り
（
昌
薗
昌
P
け
δ
昌
）
の
部
分
に
お
け
る
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
機
能
は
、
何
ら
か
の
意
味
で
物
語
の
（
自
動
的
な
）
進
行
を
中
断
し

　
旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ソ
ネ
ー
（
見
よ
）
の
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
七
〇

て
、
新
し
い
事
態
を
出
現
さ
せ
る
点
．
に
あ
る
。
つ
ま
り
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
は
物
語
の
転
換
点
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
A
・
バ
ー
リ
ン
は
、

ル
ツ
記
に
お
け
る
こ
の
語
の
機
能
を
、
ω
視
点
の
指
標
（
9
。
昌
凶
昌
9
0
簿
9
0
出
℃
o
同
簿
o
h
≦
o
＆
ー
登
場
人
物
が
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
に
よ

っ

て

導
入さ
れ
る
節
（
o
冨
q
ω
Φ
）
に
含
ま
れ
て
い
る
事
柄
を
知
覚
す
る
i
、
②
進
行
中
の
場
面
の
中
に
新
し
い
人
物
を
導
入
す
る
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ー
「
丁
度
そ
の
時
（
暮
昏
讐
娼
o
凶
旨
）
」
と
訳
す
と
よ
い
ー
の
二
つ
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
こ
で
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
出
現
す
る
テ
キ

ス
ト
を
分
析
す
る
に
際
し
て
は
、
彼
女
の
意
見
を
参
考
に
し
て
、
こ
の
語
に
つ
づ
く
節
が
ど
の
登
場
人
物
の
視
点
か
ら
物
語
ら
れ
て
い
る

の

かを
調
べ
な
が
ら
、
そ
こ
で
は
物
語
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
の
転
換
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
観
察
す
る
こ
と
に

し
よ
う
。
し
か
し
ま
た
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
物
語
の
聴
き
手
の
期
待
と
の
関
連
で
も
分
析
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

1
、
〈
例
文
1
6
V
　
彼
女
（
ー
ル
ツ
）
は
行
っ
て
、
〔
畑
に
〕
入
り
、
刈
り
入
れ
人
た
ち
の
後
か
ら
そ
の
畑
で
落
ち
穂
を
拾
っ
た
。
と
こ
ろ
が

彼
女
は

偶
然
にも
エ
リ
メ
レ
ク
の
一
族
で
あ
る
ボ
ア
ズ
の
所
有
す
る
畑
に
き
た
。
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
、
ボ
ア
ズ
が
ベ
ト
レ
ヘ
ム
か
ら
や
っ
て

き
た
。
彼
は
刈
り
入
れ
人
た
ち
に
言
っ
た
、
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
、
な
ん
じ
ら
と
と
も
に
」
。
…
…
（
ル
ツ
記
二
・
三
－
四
）

　ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
は
、
新
し
い
登
場
人
物
を
物
語
に
遵
入
す
る
。
こ
の
場
合
、
語
り
が
既
に
そ
の
場
面
に
登
場
し
て
い
る
者
の
視
点
か
ら

行な
わ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
（
こ
の
例
文
で
は
畑
に
い
る
者
の
視
点
が
と
ら
れ
る
）
。
物
語
世
界
に
お
い
て
は
決
定
的
な
出
会
い
が
し

ばし
ば
全
く
偶
然
に
起
こ
る
。
ル
ツ
は
全
く
偶
然
に
も
ボ
ア
ズ
の
畑
に
入
り
、
ま
さ
に
丁
度
そ
の
時
に
ボ
ア
ズ
が
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ア
ビ

ガ
イ
ル
と
ダ
ビ
デ
の
出
会
い
も
偶
然
に
起
こ
っ
た
。
も
っ
と
も
ア
ビ
ガ
イ
ル
は
ダ
ビ
デ
に
会
お
う
と
出
か
け
た
の
だ
っ
た
が
。

〈
例
文
1
7
V
　
彼
女
が
ろ
ば
に
乗
っ
て
山
陰
を
下
っ
て
い
く
と
、
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
、
ダ
ビ
デ
と
そ
の
従
者
た
ち
が
彼
女
の
方
に
向
か
っ
て

下
っ
て
く
る
。
そ
れ
で
彼
女
は
彼
ら
と
は
ち
合
わ
せ
に
な
っ
た
。
（
サ
ム
エ
ル
記
上
二
五
・
二
〇
）



　こ
の
例
で
は
分
詞
が
巧
み
に
使
用
さ
れ
て
い
て
、
生
き
生
き
と
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
　
「
彼
女
が
乗
っ
て
」
は
≦
。
び
似
協
げ
＋
分

詞
が
使わ
れ
て
お
り
、
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
の
後
の
「
下
っ
て
く
る
」
も
分
詞
で
あ
る
。
　
「
は
ち
合
わ
せ
に
な
っ
た
」
と
訳
し
た
語
は
く
噴
α
q
似

の
ワ
ウ
未
完
了
継
続
形
で
、
「
遭
遇
す
る
」
の
意
で
あ
る
。

〈
例
文
1
8
V
　
彼
が
ま
だ
語
り
終
ら
な
い
う
ち
に
、
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
i
、
リ
ブ
カ
ー
が
出
て
来
た
。
…
…
（
創
世
記
二
四
・
一
五
）

　
こ
こ
で
も
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
は
分
詞
文
を
導
入
す
る
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
し
も
べ
の
長
い
祈
り
に
よ
っ
て
、
物
語
の
緊
張
は
徐
々
に
高
め
ら

れる
（
一
ニ
ー
一
四
節
）
。
聴
衆
は
そ
の
よ
う
な
娘
が
ほ
ん
と
う
に
泉
の
ほ
と
り
に
現
わ
れ
る
か
と
期
待
を
ふ
く
ら
ま
す
。
丁
度
そ
の
時
、

｝
人
の娘
が
出
て
く
る
。
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
聴
衆
へ
の
効
果
は
大
き
な
も
の
と
な
ろ
う
。
例
文
1
8
と
非
常
に
よ
く

似た
表
現
が
サ
ム
エ
ル
記
上
＝
二
・
一
〇
に
も
見
出
さ
れ
る
（
ど
ち
ら
も
ワ
イ
ヒ
ー
曾
R
寓
〉
で
文
が
始
ま
っ
て
い
る
）
。

〈
例
文
1
9
＞
　
シ
ャ
ウ
ル
は
言
っ
た
、
「
幡
祭
と
酬
恩
祭
を
お
れ
の
所
に
持
っ
て
こ
い
」
。
こ
う
し
て
彼
は
熔
祭
を
立
ち
の
ぼ
ら
せ
た
。
彼

がそ
の
播
祭
を
立
ち
の
ぼ
ら
せ
終
っ
た
そ
の
時
、
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
、
シ
ュ
ム
エ
ル
が
来
た
。
シ
ャ
ウ
ル
は
彼
を
出
迎
え
て
挨
拶
し
よ
う
と

出
て
行
っ
た
。
す
る
と
シ
ュ
ム
エ
ル
は
言
っ
た
、
「
お
ま
え
は
何
を
し
で
か
し
た
の
か
」
。
（
サ
ム
エ
ル
記
上
一
三
・
九
－
一
唱
a
）

　
シ

ャ

ウ
ル
は
祭
儀
上
の
定
め
を
無
視
し
て
祭
司
で
は
な
い
の
に
烙
祭
を
献
げ
て
し
ま
う
。
シ
ャ
ウ
ル
に
す
れ
ば
、
危
機
的
状
況
の
中
で

軍
事
的
指導
者
と
し
て
ま
さ
に
最
善
の
政
治
的
行
動
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
行
動
は
物
語
の
聴
衆
に
非
常
な
緊
張
を
引
き

起
こ
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
聖
な
る
掟
へ
の
違
反
が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
シ
ュ
ム
エ
ル
は
何
と
言
う
だ
ろ
う
と
思
っ
た
丁
度
そ
の
時
、

聴衆
に
と
っ
て
は
或
る
意
味
で
「
期
待
さ
れ
ざ
る
」
人
物
シ
ュ
ム
エ
ル
が
登
場
す
る
。
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
場
合
と
同
じ
く
主
人
公
の
視
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も

と
物
語
の
享
受
者
の
視
点
と
が
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
効
果
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
「

丁
度そ
の
時
」
の
モ
チ
ー
フ
は
旧
約
の
中
で
頻
繁
に
出
現
す
る
。
数
箇
所
で
は
こ
の
モ
チ
ー
フ
が
、
オ
ー
ド
（
6
α
）
＋
分
詞
＋
ヴ
ェ

　
　　
旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
：
（
見
よ
）
の
機
能
卿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



七

二

ヒ

ンネ
ー
の
構
文
で
表
現
さ
れ
て
い
る
（
例
文
2
0
・
2
1
）
。

〈
例
文
2
0
V
　
彼
が
ま
だ
語
っ
て
い
る
う
ち
に
、
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
、
祭
司
エ
ブ
ヤ
タ
ル
の
子
ヨ
ナ
タ
ン
が
来
た
。
（
列
王
紀
上
一
・
四
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

〈
例
文
2
1
V
　
彼
が
彼
ら
と
ま
だ
語
っ
て
い
る
う
ち
に
、
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
、
王
が
彼
の
所
に
下
っ
て
く
る
。
（
列
王
紀
下
六
・
三
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

2
、
〈
例
文
2
2
V
　
夜
中
に
な
っ
て
そ
の
男
は
び
っ
く
り
し
て
起
き
返
っ
た
。
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
、
女
が
彼
の
足
も
と
に
寝
て
い
る
。
　
（
ル

ツ

記三
・
八
）

　物
語
の
登
場
人
物
が
、
予
期
し
な
か
っ
た
も
の
を
発
見
す
る
場
合
に
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
が
用
い
ら
れ
る
。
例
文
2
2
の
場
合
、
物
語
の
聴
き

手
は

ル
ツ
が
ボ
ア
ズ
の
足
も
と
に
伏
し
て
い
る
こ
と
を
既
に
知
っ
て
い
る
（
七
節
）
。
し
か
し
ボ
ア
ズ
は
そ
の
こ
と
に
全
く
気
づ
か
ず
に
寝

て

いた
。
夜
中
に
突
然
「
そ
の
男
」
は
「
女
が
」
寝
て
い
る
の
を
発
見
す
る
。
こ
の
語
り
が
ボ
ア
ズ
の
視
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

「

ル
ツ
が
」
で
は
な
く
て
「
女
が
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
点
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
例
文
で
は
、
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
直
前
に
「
見
た
」

のよ
う
な
登
場
人
物
の
知
覚
を
明
示
す
る
語
が
欠
け
て
い
る
が
、
多
く
の
場
合
は
以
下
の
例
文
の
よ
う
に
≦
昌
母
．
＋
≦
。
霞
暮
α
び
の
構

文を
と
る
。

〈
例
文
2
3
V
　
彼
（
ー
イ
ッ
バ
ク
）
が
そ
こ
に
い
る
日
数
が
長
び
い
て
い
る
う
ち
、
あ
る
時
ペ
リ
シ
テ
人
の
王
ア
ビ
メ
レ
ク
が
窓
か
ら
下
を

な
が
め
て
い
て
、
発
見
し
た
（
　
　
　
の
ロ
　
　
　
ね
≦
僧
］
U
P
円
）
、
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
i
、
イ
ッ
バ
ク
が
彼
の
妻
リ
ブ
カ
ー
と
い
ち
ゃ
つ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
ア
ピ
メ

レ

ク
は
イ
ッ
バ
ク
を
呼
び
つ
け
て
言
っ
た
。
「
ほ
ん
と
に
（
．
p
吋
）
ヒ
ソ
ネ
ー
、
彼
女
は
お
ま
え
の
妻
だ
。
ど
う
し
て
ま
た
『
彼
女
は
わ
た

し
の
妹
で
す
』
な
ど
と
言
っ
た
の
か
」
。
（
創
世
記
二
六
・
八
－
九
a
）

　
ア
ビ

メ
レ
ク
は
だ
ま
さ
れ
て
い
た
。
リ
ブ
カ
1
は
イ
ッ
バ
ク
の
妹
だ
と
信
じ
て
い
た
の
だ
。
と
こ
ろ
が
全
く
偶
然
に
事
の
真
相
を
見
て

、



し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
例
文
2
2
の
「
寝
て
い
る
」
と
同
様
、
こ
こ
で
も
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
に
つ
づ
く
節
の
動
詞
「
い
ち
ゃ
つ
い
て
い
る
（
目
。
－

超
廿
o
ρ
）
」
ー
イ
ツ
バ
ク
と
の
語
呂
合
せ
ー
は
分
詞
形
を
と
っ
て
い
る
。
九
節
に
は
ア
ク
・
ヒ
ン
ネ
ー
と
い
う
語
結
合
も
観
察
さ
れ
る

（確
認
の

機能
を
も
っ
）
。

〈
例
文
2
4
V
　
ヤ
ア
コ
ブ
は
出
立
し
て
、
東
方
の
人
々
の
地
へ
と
歩
い
て
行
っ
た
。
す
る
と
彼
は
見
た
、
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
、
野
原
に
井
戸
。

ヴ

ェ

ヒ
ン
ネ
i
（
よ
く
見
よ
）
そ
こ
を
、
三
つ
の
羊
の
群
が
そ
の
ほ
と
り
に
伏
し
て
い
る
（
分
詞
）
。
そ
の
井
戸
か
ら
そ
の
群
々
に
水
を
飲
ま

せ
る
（
未
完
了
）
た
め
で
あ
る
。
大
き
な
石
が
そ
の
井
戸
の
口
の
上
に
あ
っ
た
。
（
創
世
記
二
九
・
一
－
二
）

　
語り
手
の
視
点
は
、
遠
方
か
ら
井
戸
の
方
へ
と
近
づ
い
て
い
く
ヤ
ア
コ
ブ
の
視
点
と
一
致
し
て
い
る
。
ヤ
ア
コ
ブ
は
ま
ず
野
原
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

井
戸
を
発
見
す
る
。
よ
く
見
る
と
三
つ
の
群
が
い
る
。
　
こ
の
二
つ
目
の
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
は
「
そ
こ
（
砥
9
5
導
）
」
と
ハ
イ
フ
ン
で
連
結
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
　
「
そ
こ
を
よ
く
見
よ
！
」
の
よ
う
な
物
語
の
聴
ぎ
手
へ
の
呼
び
か
け
の
要
素
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
　
「
水
を
飲
ま
せ
る

（
』器
ρ
ε
」
は
寓
で
導
入
さ
れ
る
節
の
中
に
あ
・
て
説
明
の
時
制
と
し
て
の
未
完
了
（
三
人
称
゜
複
数
）
を
と
っ
て
馳
・
こ
の
聴
衆
に
対

す
る
説
明
的
な
語
り
は
、
ヤ
ア
コ
ブ
の
思
考
と
も
一
致
し
て
い
る
。
そ
う
考
え
て
い
る
間
に
ヤ
ア
コ
ブ
は
井
戸
の
所
ま
で
来
た
。
そ
こ
で

井
戸
の
ロ
を
ふ
さ
い
で
い
る
大
き
な
石
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
文
の
リ
ズ
ム
を
観
察
す
る
と
、
二
節
の
冒
頭
ー
「
す
る
と
」
以
下
i

以
外
は
ヤ
ア
コ
ブ
の
歩
行
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
る
か
の
如
く
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

〈
例
文
2
5
＞
　
神
の
人
の
召
使
が
朝
早
く
起
き
て
出
て
み
る
と
、
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
、
軍
勢
が
そ
の
町
を
包
囲
し
て
い
る
。
そ
し
て
馬
と
戦

車！
　
彼
の
若
者
は
彼
に
言
っ
た
、
「
あ
あ
、
御
主
人
様
、
ど
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
」
。
彼
は
言
っ
た
、
　
「
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。
彼
ら
と

い
っ
し
ょ
に
い
る
者
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
者
の
方
が
多
い
の
だ
」
。
そ
し
て
エ
リ
シ
ャ
は
祈
っ
て
言
っ
た
、
「
ヤ
ハ
ウ
ェ

よ
、
ど
う
か
彼
の
目
を
開
い
て
下
さ
い
。
彼
が
見
え
る
よ
う
に
」
。
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
そ
の
若
者
の
眼
を
開
か
れ
た
の
で
、
彼
は
見
た
。
ヴ
ェ

　
　
旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
ー
（
見
よ
）
の
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



七
四

ヒ

ン
ネ
ー
、
火
の
馬
と
戦
車
が
山
に
満
ち
て
い
る
、
エ
リ
シ
ャ
の
ま
わ
り
に
。
（
列
王
紀
下
六
・
一
五
ー
一
七
）

　
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
が
二
度
現
わ
れ
る
。
召
使
は
予
想
も
し
な
か
っ
た
の
に
、
大
軍
勢
を
発
見
し
て
仰
天
す
る
。
戦
車

隊
ま
で
い
る
の
だ
。
原
文
を
見
る
と
、
彼
の
狼
狽
ぶ
り
は
音
象
徴
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。
、
爵
9
1
げ
、
．
O
o
誌
．
鱒
鋤
げ
昌
p
、
”
諭
げ
と

ア音
の
連
続
す
る
疑
問
文
で
あ
る
。
彼
に
は
決
定
的
な
救
助
が
神
か
ら
来
る
と
い
う
可
能
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
神
の
人
エ

リ
シ
ャ
は
超
自
然
的
な
神
の
力
が
シ
リ
ア
の
戦
車
隊
に
勝
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
若
者
に
は
わ
れ
わ
れ
の
肉
眼
で
は
見
る
こ
と
の
出

来な
い
超
自
然
的
な
も
め
を
見
る
眼
力
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
エ
リ
シ
ャ
の
祈
り
に
よ
っ
て
若
者
の
眼
は
突
然
開
か
れ
る
。
彼
は
前
に
見

た
の
と
は
別
の
現
実
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
の
語
り
は
、
エ
リ
シ
ャ
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
彼
の
召
使
（
1
1
若
者
）
の
視
点

から
物
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
決
定
的
な
転
換
が
二
つ
目
の
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
で
起
こ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
、
神
に
よ
っ
て
眼
が
開
か
れ
て
以
前
に
は
見
え
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
直
後
に
も
あ
る

が
（
二
〇
節
）
、
創
世
記
一
＝
・
一
九
、
民
数
記
二
二
⊥
二
一
（
眼
の
覆
を
と
る
く
σ
q
一
げ
）
に
も
見
出
せ
る
（
創
世
記
三
・
七
、
出
エ
ジ
プ
ト

記四
・
＝
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
二
四
・
三
一
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
九
章
、
一
六
・
八
、
使
徒
行
伝
九
・
一
八
等
を
も
参
照
）
。

　
登
場
人物
が
何
か
を
発
見
し
て
大
い
に
失
望
す
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
も
か
な
り
あ
る
。

〈
例
文
2
6
V
　
朝
に
な
っ
た
、
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
i
（
見
よ
）
彼
女
を
。
レ
ア
だ
。
（
創
世
記
二
九
・
二
五
）

〈
例
文
2
7
V
　
レ
ウ
ベ
ン
が
そ
の
溜
池
に
戻
る
と
、
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
、
溜
池
の
中
に
ヨ
セ
ブ
は
い
な
い
。
（
創
世
記
三
七
・
二
九
）

〈
例
文
2
8
V
　
ダ
ビ
テ
と
彼
の
部
下
た
ち
が
そ
の
町
に
入
る
と
、
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
、
そ
れ
は
火
で
焼
き
払
わ
れ
、
彼
ら
の
妻
も
息
子
も
娘

も
連
れ
去
ら
れ
て
い
た
。
（
サ
ム
エ
ル
記
上
三
〇
・
三
）

　以
上
の
三
例
で
見
る
限
り
、
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
で
導
入
さ
れ
る
情
報
は
、
物
語
の
聴
き
手
に
は
既
知
の
も
の
で
あ
る
。



　発
見
の
モ
チ
ー
フ
は
凝
視
と
結
び
つ
い
て
、
「
眼
を
挙
げ
て
見
た
」
と
い
う
表
現
を
と
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
が
ー
≦
p
U
菰
鍛
．
．
①
鼠
≦

≦
＆
鷲
．
等
の
構
文
1
こ
れ
に
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
で
導
入
さ
れ
る
文
が
接
続
す
る
と
、
聴
き
手
へ
の
働
き
か
け
は
よ
り
強
力
と
な
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

のよ
う
な
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
用
例
は
創
世
記
か
ら
サ
ム
エ
ル
記
下
ま
で
に
九
例
あ
る
（
列
王
紀
に
は
な
い
）
。
例
文
を
一
つ
だ
け
あ
げ
る
。

〈
例
文
2
9
V
　
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
彼
の
眼
を
挙
げ
て
見
た
、
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
、
雄
羊
が
一
頭
そ
の
角
を
や
ぶ
に
ひ
っ
か
け
て
い
る
。
　
（
創
世

記
二二
・
一
三
a
）

　
こ
の
例
文
に
つ
い
て
は
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
一
頭
の
雄
羊
を
見
た
」
と
い
う
よ
う
な
文
と
比
較
す
る
形
で
先
の
拙
論
に
お
い
て
相
当
詳
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

い

分析
を
試
み
た
の
で
、
こ
こ
で
は
論
述
を
控
え
る
。
発
見
の
モ
チ
ー
フ
と
転
回
点
（
　
　
　
　
へ
鵠
伽
、
へ
昌
〔
↓
m
へ
黛
）
の
関
係
に
つ
い
て
も
紙
面
の
関
係

も
あ
る
の
で
再
考
は
行
な
わ
な
い
。

3
、
夢
の
描
写
に
お
け
る
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
用
法
に
つ
い
て
は
既
に
い
く
つ
か
の
研
究
が
存
在
す
る
の
で
こ
こ
で
は
簡
単
に
ま
と
め
て
お

（
3
8
四

くく
例
文
3
0
V
　
創
世
記
二
八
・
＝
1
＝
二

　
夢を
見
る
ま
で
の
状
況
の
描
写

　
　彼
（
1
ー
ヤ
ア
コ
ブ
）
は
そ
の
場
所
に
逢
着
し
た
。
日
が
暮
れ
た
の
で
そ
こ
で
一
夜
を
過
ご
し
た
。
彼
は
そ
の
揚
所
の
石
を
と
っ
て
ま
く

　
　ら
と
し
、
そ
の
揚
所
に
伏
し
て
寝
た
。

　
夢
の

告知

　
　彼
は
夢
を
見
た
、

　
　
旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
ー
（
見
よ
）
の
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



七
六

　
夢開
始
の
合
図

　
　
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー

　
夢
の
シー
ク
ェ
ン
ス
（
1
）

　
　階
段
が
地
の
方
へ
と
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
頂
上
は
天
の
方
へ
と
到
る
。

　
夢
の継
続
の
合
図

　
　
ヴ

ェ

ヒ

ンネ
ー

　
夢
のシ
ー
ク
ェ
ン
ス
（
2
）

　
　神
の
使
い
た
ち
が
そ
こ
を
上
っ
た
り
、
下
っ
た
り
し
て
い
る
。

　
夢
の

継続
の
合
図

　
　
ヴ
ェ

ヒ

ンネ
ー

　夢
の
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
（
3
）

　
　
ヤ

ハ
ウ
ェ
が
彼
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
言
わ
れ
た
、
　
「
わ
た
し
こ
そ
、
な
ん
じ
の
父
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
、
イ
ッ
バ
ク
の
神
、

　
　
ヤ

ハウ
ェ
で
あ
る
。
…
…
…
」
。

　
「

夢を
見
る
（
＜
昼
ヨ
）
」
と
い
う
動
詞
の
直
後
に
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
が
来
て
、
夢
の
開
始
が
告
げ
ら
れ
る
。
第
二
、
第
三
の
ヴ
ェ
ヒ
ン

ネ
ー
は
、
夢
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
表
示
し
て
い
る
。
こ
の
例
文
で
は
、
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
後
の
動
詞
は
分
詞
形
を
と
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
（
3
）
の
「
そ
し
て
言
わ
れ
た
」
は
ワ
ウ
未
完
了
継
続
形
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
一
五
節
の
終
り
ま
で
か
な
り
長
い
神

の

約束
の
こ
と
ば
が
続
く
。
夢
の
描
写
が
物
語
テ
キ
ス
ト
中
に
現
わ
れ
る
と
、
劇
中
劇
と
か
映
画
の
中
の
映
画
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も

夢
の

場
面は
、
物
語
の
内
部
の
人
物
－
創
世
記
三
七
・
六
以
下
の
ヨ
セ
ブ
に
よ
る
夢
の
報
告
の
場
合
は
、
報
告
の
聴
き
手
で
あ
る
兄
た

ち
ー
に
描
き
出
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
物
語
の
聴
き
手
に
も
リ
ア
ル
な
も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

4
、
夢
の
描
写
と
非
常
に
よ
く
似
た
情
景
描
写
が
、
語
り
の
中
で
行
な
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
ア
ブ
ラ
ム
の
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
体
験
を
描
き
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

し
た
創
世
記
一
五
章
の
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
用
法
に
つ
い
て
は
先
の
拙
論
で
既
に
論
じ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
別
の
テ
キ
ス
ト
を
取
り
上
げ
て

みよ
う
。
こ
れ
も
非
常
に
議
論
の
多
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

〈
例
文
3
1
V
　
9
彼
は
そ
の
場
所
で
ほ
ら
穴
に
入
り
、
そ
こ
に
宿
っ
た
。
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
こ
と
ば
が
彼
に
（
臨
ん
だ
）
。
そ

し
て
彼
に
言
わ
れ
た
、
「
ど
う
し
た
の
か
ね
、
そ
こ
で
、
　
エ
リ
ヤ
フ
よ
」
。
－
o
彼
は
言
っ
た
、
　
「
わ
た
し
は
万
軍
の
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
熱
心
に

尽く
し
て
き
ま
し
た
、
…
…
…
」
。
覗
彼
は
言
わ
れ
た
、
　
「
出
て
、
山
の
上
で
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
前
に
立
ち
な
さ
い
」
。
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
、
ヤ
ハ

ウ
ェ
が
通
り
過
ぎ
る
。
大
き
な
強
い
風
が
山
々
を
引
き
裂
き
、
岩
々
を
打
ち
く
だ
く
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
前
で
。
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
そ
の
風
の
申
に

で
は
な
い
。
そ
の
風
の
あ
と
に
地
震
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
そ
の
地
震
の
中
に
で
も
な
い
。
1
2
そ
の
地
震
の
あ
と
に
は
火
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
そ
の
火

の中
に
で
も
な
い
。
そ
し
て
火
の
あ
と
に
、
静
寂
の
し
み
入
る
声
（
ρ
〇
一
α
。
日
㎝
巨
餌
げ
　
血
9
ρ
ρ
似
ゲ
）
。
1
3
エ
リ
ヤ
フ
が
聴
い
た
時
、
そ
の
顔

を
マ
ン
ト
に
包
み
出
て
行
き
、
ほ
ら
穴
の
入
口
に
立
っ
た
。
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
、
彼
に
声
が
。
そ
し
て
言
わ
れ
た
、
　
「
ど
う
し
た
の
か
ね
、

そ
こ
で
、
　
エ
リ
ヤ
フ
よ
」
。
1
4
彼
は
言
っ
た
、
「
わ
た
し
は
万
軍
の
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
熱
心
に
尽
く
し
て
き
ま
し
た
、
…
…
」
。
（
列
王
紀
上
一

九
・
九
ー
一
四
）

　
訳語
で
問
題
に
な
る
箇
所
が
相
当
あ
る
が
、
若
干
の
箇
所
の
み
に
つ
い
て
注
釈
す
る
。
ま
ず
、
｝
番
目
と
三
番
目
の
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の

後
の
文
は
ど
ち
ら
も
名
詞
文
で
あ
る
。
九
節
と
一
三
節
の
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
こ
と
ば
に
も
動
詞
が
な
い
。
二
節
の
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
以
下
で
は

　
　
旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
ー
（
見
よ
）
の
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
七
八

分
詞
文
が
三
つ連
続
す
る
。
そ
の
後
の
文
は
ロ
ー
（
δ
．
）
で
否
定
さ
れ
る
名
詞
文
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
「
非
存
在
」
を
示
す
・
、
四
い
ぎ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

う
な
語
は
な
く
、
「
そ
の
風
の
中
」
や
「
そ
の
地
震
の
中
」
が
否
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
「
し
か
し
主
は
風
の
中
に
お
ら
れ
な
か
っ

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
た

た
」
と
い
う
よ
う
な
訳
は
、
訳
し
す
ぎ
で
あ
る
。
コ
ー
ル
・
デ
マ
ー
マ
ー
・
ダ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
に
も
問
題
が
多
い
の
で
説

明
を
省
略
す
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
一
番
の
問
題
は
、
す
で
に
ヴ
ェ
ル
ハ
ウ
ゼ
ソ
が
気
づ
い
て
い
た
も
の
で
、
二
節
の
「
出
な
さ
い
」

と
い
う
神
の
命
令
と
一
三
節
の
エ
リ
ヤ
フ
の
行
動
「
彼
は
出
た
」
の
間
が
空
き
す
ぎ
て
い
る
点
に
あ
る
。
次
に
問
題
な
の
は
九
節
後
半
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

一
〇
節と
＝
二
節
後
半
ー
一
四
節
が
逐
語
的
に
重
複
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
こ
こ
で
逐
一
て
い
ね
い
に
論
じ
る
こ
と

は
、
紙
面
の
関
係
か
ら
不
可
能
で
あ
る
が
、
一
番
目
の
問
題
は
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
解
釈
と
関
係
す
る
の
で
多
少
述
べ
て
お
く
。
ヴ
ェ
ル
ハ

ウ
ゼ
ン
は
次
の
よ
う
に
考
え
た
。
一
一
節
前
半
の
神
の
命
令
か
ら
読
者
は
エ
リ
ヤ
フ
が
ほ
ら
穴
を
出
て
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
以
下
の
神
顕
現
に

接し
た
の
だ
と
考
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
＝
二
節
に
な
っ
て
や
っ
と
エ
リ
ヤ
フ
は
「
聴
い
て
」
1
こ
こ
に
目
的
語
を
示
す
語

は

欠如
1
「
そ
の
顔
を
マ
ン
ト
に
包
み
」
出
て
く
る
の
だ
。
こ
れ
だ
と
コ
ー
ル
は
ほ
ら
穴
の
中
で
聴
か
れ
た
こ
と
に
な
り
＝
節
と
矛

盾
す
る
。
ヴ
ェ
ル
ハ
ウ
ゼ
ソ
の
読
み
方
を
今
わ
れ
わ
れ
の
用
語
で
言
い
か
え
る
と
、
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
ー
以
下
の
語
り
が
エ
リ
ヤ
フ
の
視
点
か

ら
物
語
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
こ
れ
が
唯
一
の
正
し
い
読
み
方
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
一
般
に
ヴ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

ヒ

ン
ネ
ー
は
物
語
の
転
換
点
に
立
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
物
語
の
自
動
的
進
行
が
中
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
一
節
を
よ
く
見
る
と
ヴ
ェ
ヒ

ン
ネ
ー
の
前
に
登
場
人
物
の
何
ら
か
の
知
覚
を
表
わ
す
語
は
な
い
ー
こ
の
点
で
創
世
記
一
五
章
の
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
用
法
と
著
し
く
類

似す
る
。
特
に
一
五
・
一
七
の
「
通
過
」
に
注
意
／
ー
。
こ
こ
で
は
、
映
画
や
テ
レ
ビ
の
場
面
転
換
の
よ
う
に
、
聴
衆
（
1
1
読
者
）
が
ヴ

ェ

ヒ
ソ
ネ
ー
に
よ
っ
て
突
然
ほ
ら
穴
の
中
か
ら
外
へ
と
連
れ
出
さ
れ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
当
然
エ
リ
ヤ
フ
の
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

点と
物
語
の
聴
き
手
の
視
点
は
ず
れ
る
の
だ
が
、
ず
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
の
だ
。
否
、
こ
の
よ
う
な
物
語
の
中
断
に
よ
っ
て
生
ず
る
視
点



のず
れ
こ
そ
が
こ
の
神
顕
現
の
場
面
を
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
一
節
の
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
以
下
の
文
の
特

異
性も
こ
の
中
断
を
効
果
的
な
も
の
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　こ
こ
で
本
来
な
ら
「
会
話
部
分
に
お
け
る
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
」
に
つ
い
て
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
面
の
関
係
も
あ
る
の
で
別
の
機
会

に
ゆ
ず
り
た
い
。
だ
い
た
い
こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
ヒ
ン
ネ
ー
の
用
法
と
ヴ
ェ
ヒ
ン
ネ
ー
の
用
法
を
重
ね
合
わ
せ
た
よ
う
な
結
果
に
な
る
こ

と
の
み
を
記
し
て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　o
陰

P
訂
ω
鋤
゜
げ
゜

（1
）
　
「
新
し
い
現
実
1
『
見
よ
』
を
手
が
か
り
と
し
て
ー
」
『
キ
リ
　
　
（
8
）
　
司
゜
国
9
無
α
国
α
巳
堕
国
剛
ω
8
ユ
ω
o
ゴ
爵
臨
菖
ω
o
げ
Φ
ω
H
Φ
腎
鴨
げ
餌
口
山
o

　
ス
ト
教
論
購
繰
』
1
5
号
（
一
九
入
二
）
一
三
ー
六
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
Φ
鴎
げ
Φ
び
吋
餌
討
9
0
ロ
ω
勺
巴
騨
o
げ
o
℃
切
α
・
目
同
卜
o
・
b
o
（
H
◎
Q
O
『
旧
2
9
0
げ
α
機
β
o
沁

（
2
）
　
零
゜
ω
o
げ
昌
o
達
Φ
お
Ω
H
㊤
目
ヨ
9
貯
α
o
ω
ω
凶
げ
一
冨
o
げ
o
旨
国
o
げ
感
回
ω
o
げ
　
　
　
H
㊤
お
）
聯
日
Q
Q
H
咽
b
o
Q
o
唖
Φ
由
噛
認
㎝
o
嚇
G
o
障
く
脚
Q
o
O
『
昌
脚
ω
2
0
9
罰
Q
o
『
蔭
げ
嚇

　
（
H
ミ
c
。
。
，
）
b
o
O
学
b
。
ゆ
o
。
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
Q
O
O
o
q
・
o
嚇
霞
O
げ
罰
自
錦
置

（3
）
b
°
切
巴
凶
炉
℃
。
。
膏
ω
四
ロ
α
H
鳥
窪
只
。
§
同
8
。
哺
田
げ
一
凶
。
巴
　
（
9
）
即
国
§
げ
¢
昌
U
凶
。
缶
震
碧
ω
皆
巳
霞
琶
α
q
°
。
ぎ
旨
2
ず
剛
口
。
旨

累
帥
凌
緯
圃
く
Φ
（
お
c
。
Q
o
）
8
胤
゜
O
H
－
O
㎝
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
α
吋
p
”
N
諺
零
α
H
（
H
O
Q
Q
Q
o
）
巳
H
l
H
O
o
o
°
1
い
諺
ざ
昌
ロ
α
o
あ
o
げ
0
3
腎
o
ど

（4
）
ω
’
竃
碧
α
。
涛
。
β
＜
①
け
。
二
ω
↓
。
の
9
羅
匿
。
8
8
巳
雪
9
。
　
　
客
9
僧
Φ
ω
艶
｛
°
。
け
同
9
ω
。
耳
。
冨
窓
臣
。
巳
9
ぼ
ロ
＆
汀
国
匪
＄
零

げ
o
げ
『
巴
O
ロ
o
暮
ρ
ロ
o
o
ず
巴
α
臥
o
口
o
（
H
O
『
『
）
G
Q
G
Q
切
山
◎
o
O
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ト
8
①
）
圃
令
c
。
P
羨
ド
国
o
o
ゴ
リ
ぐ
『
餌
の
凶
ω
け
国
O
吋
日
α
q
⑦
ω
o
匡
o
げ
8
（
H
O
2
℃

（5
）
　
（
1
1
註
1
）
二
四
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
㊤
謹
御
）
b
。
α
㊤
h
°
ま
た
、
ヒ
ン
ネ
ー
に
関
す
る
様
式
史
研
究
の
成
果
を
要

（6
）
　
零
・
O
Φ
器
乱
目
ω
・
国
゜
国
窪
旨
ω
0
7
閏
o
ぴ
鼠
凶
ω
o
冨
O
冨
ヨ
旨
暮
算
　
　
　
約
し
た
も
の
と
し
て
は
、
∪
°
＜
o
穽
o
が
諺
吐
戸
窪
嘗
α
”
曇
切
P

（
HOO
O
・
。 。
。

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

H（
HO『鴇）
㎝
O
切
ー
㎝
O
S

（7
）
幻
゜
罫
巻
お
閏
。
寓
鐵
ω
9
。
O
同
四
白
ヨ
葺
ぎ
臣
゜
日
ω
躰
N
δ
げ
殴
o
　
（
1
0
）
薯
゜
国
。
耳
。
お
↓
話
口
B
ロ
巳
↓
遷
口
日
α
。
巳
自
o
q
冒
b
日
目
お

（
HO刈b
o
。
。
）
姻
H
O
膳
男
四
ユ
凶
N
団
も
凶
ロ
ヨ
b
o
h
廟
Q
Q
げ
　
姻
　
H
b
o
b
o
U
O
目
困
（
O
昌
画
障
凶
O
昌
ロ
一
。
　
　
　
　
　
国
O
民
日
　
ニ
ロ
岱
　
く
O
ヨ
O
昌
α
ロ
ロ
o
q
”
　
】
W
N
　
刈
9
（
H
り
①
Q
o
）
b
o
O
b
o
I
b
o
b
o
O
°
ー
切
゜
O
°

　
　
旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
i
（
見
よ
）
の
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



八
〇

い
o
昌
o
q
・
幻
o
娼
o
詳
ω
o
断
≦
ω
凶
o
ロ
ω
僧
目
o
昌
σ
q
夢
o
℃
3
冨
Φ
δ
”
H
切
い
O
㎝
　
　
（
1
8
）
　
動
詞
「
見
る
（
＜
馬
ず
）
」
の
ク
ァ
ル
未
完
了
形
で
、
　
「
選
ぶ
」
の

（
HO刈O
）
ω
㎝
。
。
山
①
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
味
も
あ
る
。
な
お
「
見
る
」
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
全
体
の
評
畠
≦
o
a

（1
1
）
　
こ
の
語
の
機
能
の
重
要
性
に
注
目
し
て
い
る
物
語
研
究
と
し
て
は
、
　
　
　
で
あ
る
。

　
バ
ー
リ
ン
の
著
の
他
に
、
図
’
渉
洋
O
が
↓
げ
¢
諺
詳
O
h
切
差
一
岡
o
巴
累
固
学
　
　
　
（
1
9
）
　
ぎ
伽
①
房
⑦
口
は
こ
こ
に
話
者
の
「
驚
き
の
表
現
」
を
見
て
と
る
。

　
H
p
菖
く
o
（
日
O
o
。
H
）
　
切
膳
廟
H
°
男
，
切
O
渥
閑
巴
目
m
5
り
累
騨
o
同
『
P
口
く
O
　
b
誉
圃
昌
　
　
　
軸
．
ω
Φ
O
目
ω
8
　
0
×
眉
器
ω
の
　
9
ω
8
口
凶
ω
ゴ
巳
O
昌
け
讐
ω
O
目
¢
昏
冒
m
ρ
鼠
富

O
o
昌
o
ω
冨
（
H
㊤
刈
㎝
）
切
O
ふ
H
°
こ
の
語
の
用
法
に
関
す
る
注
目
す
べ
き
解
　
　
　
゜
励
o
昌
ω
躰
同
8
巴
、
．
°
（
旺
註
1
1
）
”
O
①
゜

説と
し
て
は
、
　
切
゜
H
．
諺
巳
Φ
誘
。
ジ
日
サ
①
ω
Φ
暮
o
ロ
8
宣
史
匿
o
巴
　
　
（
2
0
）
　
二
〇
b
の
前
半
に
は
・
s
．
s
音
の
、
後
半
に
は
g
d
1
音
の
ア
リ
タ

国
o
げ
噌
塁
（
μ
Φ
設
）
O
冷
O
O
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
シ
ョ
ソ
が
認
め
ら
れ
る
。

（1
2
）
　
（
願
註
2
）
さ
。
窪
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
国
霞
ヨ
四
ロ
ロ
Q
口
巳
【
o
㌍
U
凶
o
凶
ω
鑓
o
嵩
島
ω
o
ゴ
o
い
同
曽
o
冨
ε
「
（
い
O
首
，

（
1
3
）
　
∪
°
臼
゜
竃
σ
〇
四
答
げ
ぎ
目
ず
O
q
ω
Φ
ω
O
鴎
ξ
o
犀
圃
コ
昌
0
1
げ
凶
昌
切
圃
げ
嵩
O
β
〇
一
　
　
　
　
N
凶
o
q
H
㊤
じ
o
㎝
噛
，
U
餌
殴
日
ω
け
P
α
け
ド
㊤
①
ω
）
N
剛
゜

国
Φ
耳
o
≦
”
田
票
o
p
O
H
（
H
O
。
。
O
）
。
。
。
。
O
ム
。
。
b
。
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
ω
9
昌
Φ
達
霞
（
ー
註
2
）
嚇
b
。
8
°

（1
4
）
い
・
国
8
三
〇
ワ
≦
・
切
窪
日
o
q
母
ヨ
9
・
ピ
Φ
首
8
口
ぎ
＜
0
8
ユ
ω
　
　
（
2
3
）
　
宣
言
的
な
テ
キ
ス
ト
を
ヒ
ン
ネ
ー
が
導
入
す
る
場
合
に
、
必
ず
し

↓
Φ
ω
雷
B
①
緊
μ
い
ま
8
ω
（
H
O
α
o
o
）
b
。
ω
。
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
完
了
形
を
と
る
と
は
限
ら
な
い
。
ヒ
ン
ネ
ー
に
名
詞
文
が
つ
づ
く
例

（1
5
）
　
例
文
の
訳
出
に
際
し
て
は
ヒ
ン
ネ
．
i
や
ヴ
ェ
ヒ
ソ
ネ
i
自
体
は
訳
　
　
　
も
あ
る
（
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
四
・
八
）
。

さ
な
い
。
い
わ
ば
三
8
評
げ
o
習
に
入
れ
た
ま
ま
で
考
察
す
る
の
で
あ
　
　
　
（
2
4
）
　
同
じ
構
文
を
と
る
神
の
こ
と
ば
と
し
て
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
四
・

　る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
、
七
・
二
七
（
協
会
訳
八
・
二
）
、
一
九
・
九
、
二
三
・
二
〇
等
。

（16
）
　
国
゜
O
昌
α
｝
＜
≦
°
図
巴
三
ρ
U
一
品
9
ω
菖
ω
魯
o
↓
o
メ
臼
5
α
①
ぽ
”
　
　
　
（
2
5
）
　
ω
島
5
。
置
o
H
（
ー
註
2
）
”
N
O
b
。
電

q↓切
H
ω
O
（
H
O
謡
）
O
学
。
。
㊤
゜
ハ
ラ
ル
ト
・
ヴ
ァ
イ
ソ
リ
ヒ
著
、
脇
阪
　
　
（
2
6
）
　
創
世
記
二
七
・
六
、
三
八
・
二
三
、
四
二
・
二
、
サ
ム
エ
ル
記
上

豊
・
他
訳
『
言
語
と
テ
ク
ス
ト
』
紀
伊
国
屋
（
一
九
八
四
と
五
〇
頁
、
　
　
　
八
・
五
、
九
・
八
、
＝
一
二
等
。

　ま
た
こ
の
頁
の
脚
注
に
記
載
さ
れ
て
い
る
諸
文
献
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
国
゜
諺
゜
ω
唱
臥
ω
霞
は
ヒ
ソ
ネ
ー
・
ナ
ー
を
〉
の
嘱
o
ロ
ω
o
o
と
訳

（1
7
）
　
ヴ
ェ
ア
ッ
タ
ー
・
ヒ
ソ
ネ
ー
の
同
様
の
用
例
、
申
命
記
二
六
・
一
　
　
　
す
。
こ
こ
の
英
語
へ
の
逐
語
訳
は
、
　
H
ざ
o
≦
ロ
9
些
o
α
塁
o
h

　O
、
ヨ
シ
ュ
ア
記
一
四
・
一
〇
、
サ
ム
エ
ル
記
上
二
四
二
二
等
。
　
　
　
　
　
ヨ
矯
自
雷
鋳
゜
国
゜
諺
゜
O
D
b
9
器
が
O
o
器
ω
圃
ω
（
H
O
忠
）
b
。
O
μ
b
。
O
。
。
・



（2
8
）
　
9
臥
ω
霞
（
1
1
註
2
7
）
b
。
旨
h
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
フ
ル
リ
人
の
　
　
（
3
4
）
　
こ
の
よ
う
な
未
完
了
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
　
ω
o
百
¢
達
Φ
吋
（
1
1
註

　
法と
の
関
連
で
解
釈
す
る
。
臨
終
の
床
で
の
父
の
宣
言
が
息
子
の
権
利
　
　
　
、
2
ご
H
。
。
圃
h
°
　
　
　
　
噸

　を
保
証
す
る
。
ヴ
ェ
ス
タ
ー
マ
ン
も
こ
の
物
語
が
古
い
祝
福
の
儀
式
の
　
　
（
3
5
）
　
こ
の
訳
語
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
協
会
訳
や
ブ
ー
バ
ー
訳
な
ど
の

　よ
う
す
を
伝
承
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
O
ド
零
o
ω
8
吋
目
田
目
殖
O
甲
　
　
　
読
み
に
従
う
。
切
麟
o
ゴ
o
H
山
臼
Φ
①
ω
o
匡
o
拝
o
”
＜
o
巳
o
ロ
房
o
鐸
く
8

　
口
Φ
ω
圃
ω
”
切
囚
H
＼
b
。
（
H
⑩
o
o
H
）
凱
。
。
O
h
h
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
≦
母
け
貯
切
口
ぴ
o
「
（
お
δ
剛
）
盆
藤
゜

（2
9
）
　
諺
゜
b
d
Φ
H
嵩
口
（
髄
註
3
）
”
8
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
拙
論
（
H
註
1
）
三
三
頁
の
一
覧
表
を
参
照
。

（3
0
）
出
エ
ジ
プ
ト
記
一
六
・
一
〇
、
民
数
記
一
七
．
七
（
協
会
訳
噌
六
　
　
（
3
7
）
拙
論
（
ー
註
工
）
四
〇
頁
以
下
。

　
・
四
二
）
、
　
二
三
・
六
、
士
師
記
｝
九
・
一
六
、
サ
ム
エ
ル
記
上
一
哺
　
　
（
3
8
）
　
（
1
1
註
1
0
）
。

　
・
五
、
サ
ム
エ
ル
記
下
一
八
二
一
＝
、
列
王
紀
上
＝
二
・
一
、
二
五
等
。
　
　
（
3
9
）
　
拙
論
（
1
1
註
ユ
）
二
九
－
三
〇
頁
。

（3
1
）
　
オ
ー
ド
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
O
ω
ω
9
言
ω
肉
餌
暮
N
ω
9
（
1
1
註
6
）
　
　
　
（
4
0
）
　
い
白
〇
一
臣
碧
器
P
U
凶
o
　
O
o
目
唱
o
ω
津
凶
8
　
畠
o
ω
　
国
o
閃
9
0
口
o
げ
ω

　
㈱
口
①
ロ
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琶
α
畠
霞
三
ω
8
ユ
゜
・
昌
o
昌
切
口
o
ゲ
零
α
①
ω
≧
叶
o
昌
↓
＄
訂
巨
①
暮
ω
（
H
°
。
O
P

（3
2
）
　
稀
語
の
く
賞
幽
の
意
味
は
、
　
「
横
を
向
≦
と
推
定
さ
れ
る
が
　
　
　
μ
O
O
。
。
“
）
h
。
。
。
O
°
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
飯
謙
「
列
王
紀
上
1
9

文脈
か
ら
こ
の
よ
う
に
訳
さ
れ
る
。
　
零
゜
男
巳
o
言
貫
　
U
口
ω
ω
ロ
o
ゲ
　
　
　
章
の
神
顕
現
物
語
1
そ
の
伝
承
と
構
造
－
」
『
基
督
教
研
究
』
第

菊暮
『
軍
日
難
目
＼
H
（
H
8
b
。
）
α
9
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
巻
第
二
号
（
一
九
八
二
）
一
〇
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
3
3
）
　
b
d
o
島
昌
（
1
1
註
3
、
）
O
b
。
°

旧
約
物
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
ヒ
ン
ネ
ー
（
見
よ
）
の
機
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
一


